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Abstract. This study aims to clarify the process of formation and transformation of 
‘teaching style’ in physical education of Elementary School Teacher C as the second 
study of a life history on the professional development of Teacher C’s teaching. The 
results are summarized as following points. 1. Teacher C formed his teaching style 
into mastery leaning for the accomplishment of the exercise skill through utilizing 
formative assessment. 2. Teacher C transformed his teaching style into supporting 
pupils’ learning for the accomplishment of the exercise skill through continuous 
cultivation of their motor sensation. 
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 対象とする C 氏は，表 1 に示すように，1968
年に生まれ 1991 年 3 月に K 大学教員養成学部を
卒業後，同年 4 月に K 大学大学院学校教育研究科
に入学した。その後 1993 年 4 月に L 町立の M 小
学校教諭として24歳で採用された。4年後の1997
年4月にN町立O小学校に転勤して1年後の1998








教科担任制をとっている。C 氏は，2012 年 4 月に




表 1 C 氏の学歴及び経歴 
年月 学歴及び職歴 
1968/6 出生 
1984/3 市立 D 中学校卒業 
1987/3 県立 E 高等学校卒業 
1991/3 K 大学教員養成学部卒業 
1993/3 K 大学大学院学校教育研究科修了 
1993/4 L 町立 M 小学校教諭として採用 
1997/4 N 町立 O 小学校教諭に転勤 
1998/4 K 大学附属小学校体育専科教員として採用（1998/4
から 2012/3 まで 14 年間学級担任，体育専科教師
として勤務） 
2012/3 K 大学教育学部准教授に転出 
2012/4 K 大学教育学部准教授に赴任（現在に至る） 
 
2-2 資料の収集 











表 2 インタビューの概要 
































第 2 に，その年表をもとに，C 氏へのインタビ
ューを実施した。インタビューは，表 2 のように，










第 1 次インタビューは，2019 年 8 月 26 日に C
氏の勤務大学の演習室で筆頭著者と 2 名で 3 時間
20 分間行った。第 1 次インタビューは，以下の 2









第 2 次インタビューは，C 氏の勤務大学の演習




第 3 次インタビューは，C 氏の勤務大学の演習




は以下の 2 つである。 













と 2 の順で以下に述べる。まず 1 の授業と実践記









1984/3 D  
1987/3 E  
1991/3 K  
1993/3 K  
1993/4 L  




2012/3 K  
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生を持ちあがりで担任し，3 年目に再度 1 年生を
担任し，8 年目までその学年の担任を持ちあがっ
た。そして，9 年目から再度 1 年生を担任し 6 年










リキュラム構想が 2004 年 4 月発行の体育科教育
関連雑誌で 50 周年記念懸賞論文第 1 席を受賞し
たことにみられるように，この時期の C 氏の授業
研究の中心であったことからとりあげた。 
次に 2 の授業と実践記録について述べる。C 氏






































































































































































































能を C 氏が身に付けたことによると解釈できる。 





















































































































































































































































































































 「ここまで引っ張り上げる授業」の 5 点の学習
課題は，「作戦を組み立てながらゲームをするおも
しろさを：第４学年フラッグフットボールの実践
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